
【2019年度実績】
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整形外科学関連のリハビリテーションに関して講義を行った。

骨・関節の構造、骨代謝に関する講義を行った。

リハビリテーション学 3
リハビリテーション学の中で運動器のリハビリテーションに関連する講
義を行った。

臨床画像診断演習A

臨床画像診断演習B 〇

骨・関節に関する多くの画像を提示し、学生に質問し解説を行った。

骨・関節に関する多くの画像を提示し、学生に質問し解説を行った。
保健医療福祉とリハビリテーショ
ン
応用人体構造機能論

整形外科学 〇 15 整形外科学全般に関して講義を行った。

リハビリテーション医学概論 〇 8 リハビリテーション学に関する概要に関して講義を行った。

３．教育業績

（１）講義

講義の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

２．競争的資金等の研究

競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

該当なし

名称 単・共 発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月

該当なし

（４）その他

該当なし

（３）学会発表

学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

3次元電磁気センサーを用いたgravity-
assisted pivot-shift testにおける膝関節
動態の評価 Vol. 44 No. 3: 644-649,
2019

共著 あり
日本関節鏡・膝・スポーツ
整形外科学会誌Vol. 44
No. 3: 644-649, 2019

物部芳郎　星川淳人　佐々木有
記　中村晴彦　税田和夫　酒井宏
哉

 2019年6月

（２）論文

論文の名称 単・共 査読 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ 著者、編者名 発表等年月

該当なし

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

Midterm Clinical Results After All-
Epiphyseal Double-Bundle
Reconstruction of the Anterior Cruciate
Ligament in Children With Open Physes

共著 あり

Orthopaedic Journal of
Sports Medicine
Volume: 8 issue: 3, 2020

2020年3月

Atsuto Hoshikawa, Hisatada
Hiraoka, Yoshirou Monobe,
Katsuhiko Shiraki, Yuuki Sasaki,
Haruhiko Nakamura, Kazuo Saita,
Hiroya Sakai

氏名 酒井宏哉 部署 共通教育科 職名 教授

経歴
1988年東京大学医学部整形外科助手、1995年獨協医科大学整形外科講師、98年同助教授、2003年埼玉医科大学
総合医療センター整形外科教授、17年埼玉県立大学保健医療福祉学部共通教育科教授

所属学会（役職）
日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会（評議員）、日本整形外科スポーツ医学会（評議員）、日本臨床スポーツ医
学会（評議員）、日本運動器科学会（評議員）、埼玉アスレチック・リハビリテーション研究会（理事長）、埼玉スポーツ
医学セミナー（代表世話人）、日本整形外科学会

１．研究業績

（１）著作

研究分野 整形外科学

学位 博士（医学）

学歴 1981年東京大学医学部医学科卒業
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全学的委員会及びセンター業務
等

禁煙化部会委員 2019.4～2020.3

国際スケート連盟 医事医員 2000.6～現在

公益財団法人日本スポーツ協会
日本スポーツ協会指導者育成部門委員会スポーツ
ドクター部会員

2005.4～現在

倫理委員会委員 2019.4～2020.3
全学的委員会及びセンター業務
等

保健委員会委員 2019.4～2020.3

５．学内運営

項目 内容 期間

該当なし

該当なし

主指導 名 副指導 名

該当なし

７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月

全学的委員会及びセンター業務
等

感染症対策部会委員 2019.4～2020.3

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

全学的委員会及びセンター業務
等

（４）その他

項目 相手方等 内容 期間

該当なし

公益財団法人日本スケート連盟 医事医員 2000.4～現在

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

公益財団法人日本スケート連盟

公益財団法人日本スケート連盟

理事

医事委員会委員長

公益財団法人日本アンチ・ドーピング機構 評議員

2010.7～現在

2010.7～現在

2013.3～現在

公益財団法人日本オリンピック委員会 強化スタッフ 1996.4～現在

公益財団法人日本スケート連盟 強化スタッフ 1996.4～現在

（２）国、自治体、学術団体等における委員等

国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

博士前期課程（論文主査読1名） 2019.10～2020.2

（５）その他

名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

該当なし

（４）論文指導

対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

IPW実習 2019.8～2019.10 教員ファシリテータとして実習を円滑に進めるサポートを行った。

（３）実習

実習の名称 科目責任者

学外実習：期間
学内実習：コマ

数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）

該当なし

（２）演習

演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）



８．特記事項

該当なし


